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本研究では，テキストだけからなるコンテンツに，画像や音声を自動的に付加し，リッチなマルチメディ

アコンテンツを作り出すシステムについて検討する．まず，テキストを解析し，そのテキストで表現され

ている内容に適した語句を抽出し，その語句を用いてデジタルデータを取得，付加することで，その内容

に最適なマルチメディアコンテンツを自動的に生成した上で利用者に提示する．その結果として，そのテ

キストの内容理解の促進を図ることができる．テキストとして文章構造に比べ内容が難解で多岐にわたる

小説を対象とし，小説内で表現されているシーンに関する画像や音を動的に付加する手法を検討する．
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We propose a method for generating dynamic multimedia contents to assist users in context
understanding. For this purpose,the proposed method enriches simple texts by adding appropriate
digital data which are associated with phrases extracted from the context of the text. In this paper, we
describe the algorithm of the proposed method and implementation details by utilizing images and
sounds as digital data. We also describe an application example applied to novels because its contexts
are difficult to understand in spite of their simple sentence structures.

1 はじめに

近年，PCの高性能化やインターネットの普及によ
り，映像や画像などを用いたデジタルデータを利用

する機会が増加しており，テキストの内容を補完す

るために，これらのデジタルデータを付加し，内容

表現をマルチメディアコンテンツによるリッチなも

のとすることで，ユーザのテキスト内容の理解促進

を図る試みが多くなされている．

しかし，マルチメディアコンテンツによる理解支

援を適切に行うためには，デジタルデータを付加す

べきテキスト内の語句や，付加するデジタルデータ

の選択を，ユーザ自身で行う必要があるため，デジ

タルデータに不慣れなユーザは，必要以上にデータ

を付加し，内容を複雑にしてしまったり，誤ったコ

ンテンツを作成してしまうことがある．テキスト情

報は他の形態の情報と比べても，作成が容易であり，

扱いやすいという特徴を持つため，この情報から適

切なデジタルデータを動的に取得して，付加するこ

とができれば，どのようなユーザでも，デジタルデー

タによるリッチなマルチメディアコンテンツの利用

が可能となり，よりインフォーマルな情報の相互理

-1-

島貫
テキストボックス
社団法人　情報処理学会　研究報告
IPSJ SIG Technical Report

島貫
テキストボックス
2006－EC－3（20）
　 2006／3／14

島貫
テキストボックス
－121－



解や提示が可能となる．

そこで本稿では，テキストを解析し，表現されて

いる内容に適した語句を抽出し，その語句を用いて

デジタルデータを取得して元のテキストに付加する

ことで，その内容に最適なマルチメディアコンテン

ツを動的に生成する手法を提案し検討する．対象と

するテキストとして，構造に比べ内容が難解で多岐

にわたるため，読解が困難である小説文を選択し，小

説内で表現されているシーンを表現する場所や効果

音に関するデジタルデータを動的に付加する手法に

ついて提案し，検討する．

2 関連研究

テキストは，情報を表現する上で最も詳細かつ基

本的な単位として扱われるため，構造が複雑になり，

読解が困難になりやすい．そのため，テキストの内

容を解析し，その内容を簡約することで，内容理解

の促進を補助する研究が多くなされてきた．例えば，

tfidf法 [1]や共起確率 [2, 3]を利用した，テキスト内
から重要語句を抽出する手法が提案され，特徴語に

よるテキストの内容表現が可能であることが示され

ている．また，テキストを要約し，短文によって内容

を簡単に表現する手法が研究されており，語句抽出

手法を利用したテキスト文の重要度付けによる要約

手法 [4]や，テキストの位置を利用する手法 [5]，タ
イトルや各章などの見出しを利用する手法 [6]などが
提案され，有効であることが示されている．しかし，

これらの手法は，テキストを簡約化するのみであり，

解析を行う際に，未知の内容や難解な表現を含むテ

キストなどを扱った場合，その部分の内容を説明で

きないといった問題点があり，適切な内容理解を妨

げる可能性がある．

テキストの要約手法の他に，テキストとマルチメ

ディアコンテンツとを組み合わせ内容表現を豊かな

ものとし，ユーザがテキストを読解する際に，内容

の想像を容易にすることによって，内容理解を補助

する研究が注目されている．Sumiらは，テキストを
解析し，2次元アニメーションと語りによって構成さ
れる絵本メタファに変換し，テキストの内容理解を

補助するシステム Interactive e-Honを提案している
[7]．2次元アニメーションは，テキストの構造解析か
ら得られた，主語，述語，目的語，そしてそれらを

修飾する語句のリストからデータベース内のキャラ

クタと動作を取得し生成される．また，テキスト文

を書き換えて親子による会話文を生成し，それを親

子エージェントに会話させることによって，音声に

よる柔和な説明を実現している．これらのアニメー

ションとエージェントによる会話を同期させユーザ

に提示することにより，アニメーションと会話文に

よるテキストの容易な理解を可能にしている．

テキストから 3次元のコンテンツを生成する他の
研究として，Coyneらは，英語のテキスト構造を解
析し，テキスト内で表される空間的関係を含んだ 3
次元的なシーンを生成するシステムWordsEyeを提
案している [8]．また，Kandhasamyらは，テキスト
内の意味解析の結果とデータベース内の 3次元オブ
ジェクトに付加された意味キーワードから 3次元シー
ンを生成する手法を提案している [9]．
また，チャットなどのテキストによるコミュニケー

ション中のユーザ間の相互理解促進にマルチメディ

アコンテンツを利用する研究もなされている．Comic
Chat[10]と呼ばれるシステムでは，ユーザの発言を
リアルタイムに解析し，ユーザの感情や会話中のユー

ザを漫画で表現することで，会話の内容や状況を直

感的にわかりやすく表現する．また，Yoshimotoら
の手法 [11]では，3次元仮想空間上のコミュニケー
ションにおいて会話内容を解析し，適切な仮想空間

を提示することで話題となっている場所をイメージ

しやすくなり会話の活性化が図られている．

これらの研究では，予め用意されているデータベー

スから，表現が豊かなコンテンツを生成するため，

データベースでは表現不可能な語句がテキスト内に

含まれた場合に適切なコンテンツを生成できない可

能性がある．また，テキストの内容が難解な場合や

テキストを構成する語句に多様な意味が含まれてい

る場合などに，誤ったコンテンツを生成する可能性

がある．

そこで，テキストの内容に応じてマルチメディア

コンテンツを動的に利用する手法として，LinkChat
と呼ばれる手法 [12]が提案されている．この手法で
は，テキストによるリアルタイムコミュニケーショ

ン中の発言内容を解析し，関連するマルチメディア

コンテンツをWWWから動的に取得して提示する

ことで，会話中のユーザ間でマルチメディアコンテ

ンツを共有し，会話の活性化を補助することが可能

となっている．このように，WWWなどの汎用性の
高いデータベースからテキストの内容に応じてマル

チメディアコンテンツを取得し，そのテキストに動
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的に付加できれば，内容理解の促進を図ることがで

きると考えられる．

3 提案システム

本節では，テキストの内容を解析し，そのテキス

トで表現されている内容に適した語句を抽出し，そ

の語句からデジタルデータを取得して元のテキスト

に付加することで，その内容に適したマルチメディ

アコンテンツを自動的に生成するシステムを提案す

る．提案システムによって，そのままでは無味乾燥

なテキスト情報を，マルチメディアコンテンツによっ

てリッチなものとすることができ，テキストの内容

促進を支援することが可能となる．

本稿では，解析対象のテキストとして，その構造

に比べ内容が難解で多岐にわたるため，読解が困難

であると考えられる小説文を対象とし，文章内に表

現されるシーンをマルチメディアコンテンツによっ

て表現する．小説内のシーンを表現し，テキストに

付加するデジタルデータとして，登場人物等が存在

する場所を表す画像と，雰囲気を表す効果音の 2種
を付加することを考える．

図 1に，提案システムのアーキテクチャを示す．テ
キストが入力されると，形態素解析モジュールによっ

て形態素に分解する．その結果を利用して，語句抽出

モジュールで，場所と効果音に関する語句を抽出す

る．その後，デジタルデータ取得モジュールでは，抽

出した語句をクエリとして，データベースから場所

を表現する画像と雰囲気を表現する効果音を取得す

る．最後に，マルチメディアコンテンツ生成モジュー

ルで，元のテキストに取得したデジタルデータを付

加し，リッチなコンテンツを生成する．次節以降で

は，それぞれのモジュールについて，その処理の内

容を述べる．

3.1 形態素解析モジュール

ユーザから入力されたテキストは，まず形態素解

析モジュールによって形態素ごとに分解される．形態

素への分解によって，語句抽出の際に品詞構造を利用

した処理が可能となる．本システムでは，MeCab[13]
を利用し，形態素への分解を実行する．

図 1: システムアーキテクチャ

3.2 語句抽出モジュール

形態素解析を行った結果を利用して，場所と効果

音に関する語句を抽出する．抽出する際，テキスト

文の係り受け構造を利用するために，CaboCha[14]
を利用して係り受け解析を行う．以降では，それぞ

れの要素に関する語句抽出方法について述べる．

3.2.1 場所に関する語句の抽出

形態素解析を行った結果と，元のテキストから，場

所に関する語句を抽出する．本システムでは，日本

語文法における格助詞の用法に注目し，場所に関す

る語句抽出を行う．「動作の場所を示す」という意味

を持つ格助詞として，「で」，「に」，「を」，「へ」，「か

ら」，「まで」があり，これらの格助詞に注目するこ

とで，テキストから場所を示す語句を抽出できると

考えられる．しかし，格助詞自身が持つ意味の多様

性によって，本来は場所に関係の無い語句まで抽出

する可能性がある．例えば，「子供を遊ばせる」の場

合，格助詞「を」は使役の意味を示すが，格助詞の

みではその判別が不可能である．

そこで，格助詞の用法を制限する手法が必要とな

る．提案システムでは，格助詞が存在する語句が直

接係る動詞の意味に注目する．まず，該当する動詞

の意味をWWW上の辞書検索により取得する．その
後，取得した意味表現の中に，基本的な「移動」に

関係する語句（「走る」，「歩く」など）が存在するか

どうか判定し，存在する場合には，その動詞に係っ

ている格助詞が，場所を示す用法で使用されている

と判別し，その格助詞が付けられている語句を抽出

する．この方法によって，文法的要素と意味的要素
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を組み合わせた語句の抽出が可能となり，より正確

に場所に関する語句が取得可能となる．

しかし，文節を構成する要素の性質上，格助詞が

存在する文節のみからの語句抽出では，抽出された

語句が単語となるため，語句が表現する場所が一般

的であいまいなものになる可能性が高くなる．例え

ば，「薄暗い，じめじめした森を出る．」のような文を

解析した場合，上述の方法では，場所に関する語句

として「森」が抽出されるが，この語句のみでは表

現される場所が一般的すぎるため，より的確に小説

内のシーンを表現することが不可能である．

そこで，語句による表現を補足し，小説内で表現

されているシーンをより的確に表現するために，テ

キスト文の係り受け構造を利用した補助語句の抽出

を行う．具体的には，前述の方法で抽出した語句の

文節に係る文節から，表現を補足する語句を抽出す

る．抽出する語句として品詞名が「名詞」，「形容詞」，

「副詞」，「未知語」である語句を選択する．上記の例

では，「薄暗い」と「じめじめ」が補助語句として抽

出され，先に抽出された「森」と合わせて薄暗く，じ

めじめしている森といった表現が取得でき，小説内

で表現されているより詳細な場所を得ることが可能

となる．

補助語句を抽出する際に，係り受け関係として「A
の B」といった表現が存在し，Aもしくは Bに片方
の語句に対する相対的な場所や方向を示す語句が入

る場合がある．例えば，「北の山」や「家の外」といっ

た表現があり，「北」や「外」といった語句は相対的

な場所や方向を表現するため，場所に関する語句表

現や補助語句としての利用が困難である．そのため，

このような場合には，これらの語句を削除し，新た

に場所に関する語句を抽出する．

他に，「ある場所に存在する」という表現を示す，「～

に居る」，「～にある」というテキスト表現では，格助

詞「に」が係る動詞，「居る」，「ある」に移動に関係

する意味が含まれていないため，「～に居る」，「～に

ある」に接続する語句が，場所に関する語句として

抽出されない．しかし，この表現には，文の主体が

「ある場所に存在する」ということを示すため，場所

を表現する語句として必要である．そこで，提案シ

ステムでは，「～に居る」，「～にある」に接続する語

句を場所に関する語句として抽出する．

以上の方法によって，小説文から場所に関する語

句と補助語句を抽出し，それらによって，テキストで

表現されている場所を詳細に表すことが可能となる．

3.2.2 効果音に関する語句の抽出

効果音は，場所に関する語句の抽出方法のように，

単一の語句とそれを補完する語句といった語句のま

とまりで表現することは困難である．読者は複数の

文章から総合して効果音をイメージすると考えられ

る．例えば，「さわやかな空気を感じながら、山頂の

草原で寝そべっている。」といった文内の複数の語句

（「さわやか」，「空気」，「山頂」，「草原」）から読者

は「風の音」や「草が揺れる音」といった効果音を

イメージすると考えられる．

そこで，提案システムでは，段落を文章構造の一

つのまとまりと考え，段落内から「名詞」，「形容詞」，

「副詞」，「未知語」を抽出し，総合して効果音に関す

る語句リストとして保管する．また，語句をリストと

してまとめる際に繰り返されて出現する語句は，全

部で 1回分として扱い，重複語句の削除を行う．
他に，音を表現する方法として，「鳴る」や「聞く」

など，直接的に音の有無を示す動詞を使用する方法

が考えられる．このような表現の場合，先の効果音

の表現と比べてより直接的に音表現を示すと考えら

れるため，そのテキスト文における局所的な音表現

として，効果音表現とは独立して扱う．そして，そ

のような動詞に直接係る語句をその文における局所

的な音表現に関係する要素として抽出する．

3.3 デジタルデータ取得モジュール

このモジュールは，前節で述べた手法によって取

得された場所と効果音に関する語句から，最適なデ

ジタルデータを取得する．

3.3.1 画像の取得

提案システムでは，場所を画像によって表現する．

また，データベースとしてWWWを利用し，場所に
関する語句によって，Google，Yahoo!，gooの画像
検索エンジンから画像を検索し，それぞれの検索結

果の上位を組み合わせたものからランダムに画像を

取得する．その際，検索結果の数が多数となる場合

や少数となる場合がある．そのどちらの場合にも適

切な画像を取得することが困難であると考えられる

ため，それぞれの場合において，次の処理によって

検索語句の最適化を図る．
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検索結果の数が設定した最大値（たとえば今回の実

装では 5000）以上であった場合には，検索に使用し
た語句による場所の表現が，あいまいなものであると

考えられるため，検索語句を追加し，表現の絞り込み

を図る．まず，場所に関する語句の記事をWikipedia
から検索する．該当する記事が存在した場合にはそ

の記事文から最頻出語句を抽出し，元の語句に関連

する語句として利用する．逆に記事が存在しなかっ

た場合には，その語句によるYahoo!ウェブ検索を実
行し，関連する語句を取得する．まず，元の語句に

対し，その語句を説明する際に利用される助詞であ

る「とは」を付加し，その語句の内容を説明する文

章を検索する．そして，検索の結果上位数個（たと

えば 10個）のページ内の本文から，該当する説明文
を抽出し，その中の最頻出語句を抽出する．その後，

関連する語句が抽出された場合には，元の語句と共

に再度画像検索を実行し，より表現が適切であろう

画像を取得する．

一方，検索結果が設定した最小値（たとえば今回

の実装では 10）以下であった場合には，検索に使用
した語句による表現が狭く，具体的すぎると判断し，

表現を抽象化する．具体的には，補助語句を削除す

ることによって表現を抽象化するが，補助語句が複

数個含まれる場合には，次の順序に従って補助語句

を削除する．まず，複数の補助語句の内，形容詞や

副詞など，修飾語として扱うことが可能な語句を優

先して削除する．修飾語は，修飾する語句の状態を

表現する場合が多く，その状態表現によっては画像

として示すことが困難であることが多いと考えられ

る．このようにして，語句の表現の抽象化を図り，得

られた語句によって，再度画像検索を実行する．

以上の方法で，抽出した場所に関する語句を表現

する画像を取得し，取得に使用した語句と共に保存

する．

3.3.2 効果音の取得

次に，効果音の取得方法を述べる．提案システム

では，3.2.2節で述べた方法によって取得した効果音
に関する語句リストと，局所的な音表現に関する語

句から，適切な効果音を取得する．検索対象となる

データベースとして，予めローカルに音データベー

スを用意する．この音データベースには，音と共にそ

の音を表現するキーワードをあらかじめ付加し，保

存しておく．

図 2: 効果音の検索処理の流れ

検索方法として，連想検索の一手法であるアソシ

アトロンを使用し，抽出した語句リストからイメー

ジされる効果音を適切に取得する．アソシアトロン

とは，クエリとして渡された語句から連想される語

句を自動的に付加することによって，イメージを連

想可能な語句集合に変換し，その語句集合から関連

するデータを取得する手法であり，よりイメージに

即した検索が可能となる．

検索の流れを図 2に示す．まず，検索の前処理とし
て，音データベース内のそれぞれの音に関するキー

ワードの総数（u）を計算し，音データベース内の

すべてのキーワードを網羅するキーワード集合W =
(w1, w2, w3, ..., wu)を生成する．ただし複数回登場す
るキーワードは一度しか採用しない．次に（1）式と
（2）式を用いて，キーワード集合Wとそれぞれの音

に関するキーワードBj(j=1～n)から，音キーワード
ベクトルSj を作成する．ここで，nは音データ数を

示すものである．

δk =

{
1 (wk ∈ Bj)
0 (wk /∈ Bj)

(1)

Sj = (δ1, δ2, δ3, ..., δk, ..., δu) (2)

そして，アソシアトロンを利用した効果音の連想

を可能とするために，（3）式を用いて音キーワードベ
クトルSj から連想記憶行列Mを生成する．

M =
n∑

j=1

SjS
t
j (3)

実際の使用にあたっては，効果音に関する語句リ

ストHが入力されると，（4）式と（5）式を用いて，こ
のリストHとキーワード集合Wから，段落キーワー

ドベクトルCを生成する．
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図 3: 語句の連想の例

δk =

{
1 (wk ∈ H)
0 (wk /∈ H)

(4)

C = (δ1, δ2,δ3, ..., δk, ..., δu) (5)

そして，（6）式を用いて，連想記憶行列M，段落

キーワードベクトルCから関連するキーワードを連

想し，連想キーワードベクトルRとする．

R = φθ(φθ=0(M)C) (6)

ここで，φは行列を 2値化する量子化関数であり，
（7）式で与えられる．

φ(x) =

{
1

0

(x > θ)
(0 ≤ x ≤ θ)

(7)

（7）式の閾値 θは，連想キーワードベクトルRの

キーワードとして採用される数がr個以下になるよう

に動的に決定する．ここで，rは安定した検索をでき

るようにするための定数である．

この連想キーワードベクトルRと音キーワードベ

クトルSj から，効果音に関する語句リストとデータ

ベース内の音との関連度を算出し，それを利用して

効果音を取得する．

例えば，3.2.2節で挙げた例文の場合，図 3に示す
ように，抽出した語句のリストからアソシアトロン

によって，新たな語句（「風」，「草」，「ゆるやかな」）

が連想され，語句リストが拡張される．その拡張さ

れた語句リストから「風の音」や「草が揺れる音」が

取得される．

また，局所的な音表現を利用した音の検索に関し

ては，段落の語句リストが 1個の語句で構成された
ものとして扱う．このように，語句のリストとアソ

シアトロンによって，小説内で表現されている効果

音を適切に取得可能となる．

図 4: マルチメディアコンテンツ生成例（「薄暗いじ
めじめした所」）

3.4 マルチメディアコンテンツ生成
モジュール

これまで述べてきた方法によって，取得した語句

に関する画像や音を元のテキストに付加し，リッチ

なコンテンツを生成する．画像はシステムの背景と

して表示し，半透明の黒いマスクをかぶせ，テキスト

の読解に影響が出ないように全体的に暗くする．効

果音に関しては，その音が取得された段落や文が表

示されている間のみ再生する．テキストはディスプ

レイの中央に 1行を 1ページとして表示し，文字を
1文字ずつ順に表示することで，マルチメディアコン
テンツが表現している場所や音と，テキスト文との

関係を明確にする．

4 実行結果

提案システムによるマルチメディアコンテンツを

利用したリッチなコンテンツの生成例を図 4に示す．
この例では，テキストとして「吾輩は猫である」の

一節を選択し，その中の 1文が表示されている．ま
ず，「薄暗いじめじめした所」からそれに関する画像

が背景に提示されている．また，「じめじめした」と

いう語句から効果音が連想され，該当する音が再生

されている．

図 5は，先の例と同じ小説中で，新たな場所（「笹
原」）に関する語句が抽出されたため，背景が変更さ

れている例である．また，文章が新しい段落へ移行

し，新しい効果音が選択されているため，効果音も
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図 5: マルチメディアコンテンツ生成例（「笹原」）

図 6: マルチメディアコンテンツ生成例（「田舎に
居る」）

変更され，よりユーザにシーンの転換が効果的に提

示されている．

図 6は，テキスト中に「～居る」が存在した場合
の提示例である．ここでは，「こんな田舎に居るのは

～」という文内に「～居る」というフレーズが存在

するため，そのフレーズに係る語句「田舎」が場所

に関する語句として抽出されている．そして，その

語句による画像が取得され，背景に提示されること

によって，現在「田舎に居る」というシーンが提示

されている．

このように，小説文から抽出された語句によって

適切なマルチメディアコンテンツを取得し，元のテ

キストに付加することで，小説内で表現されている

シーンを提示することができた．ユーザは，文字だ

けでは伝わりにくい場所や雰囲気のイメージを，背

景画像や効果音によって得ることができる．これに

より，小説の内容理解が支援できると考えられる．

5 考察

提案システムをいくつかの小説文に適用した結果

から得られた考察を述べる．場所に関する語句抽出

において，複数の文によって絞り込んで場所が表現

されている場合に，提案手法では場所に関する語句

のみが抽出され，他の文に含まれるその場所を描写

する語句が無視される問題が見受けられた．そのた

め，今後は前後の文章や指示語の示す語句の位置な

ど，広い範囲からの場所を表現する語句の取得方法

を検討する必要がある．

また，格助詞が係る動詞に，移動に関係する意味

と，移動に全く関係のない意味が含まれる場合，テ

キストが場所を表現していないのに背景が提示され，

ユーザに混乱を与えてしまう可能性がある．そこで，

格助詞と動詞の用例を加味した場所表現の判定が必

要である．

本稿で述べた例は効果音を取得する際に，予め用

意した音データベースを利用した．このデータベー

スは，音と，音に関係するキーワードを手動で付加

する必要があり，汎用性に欠ける．そこで，音とキー

ワードを音データベースへ自動で追加する方法や，新

たなデータベースの利用について検討する必要があ

ると考えられる．

また今回は，実際にどれくらいユーザの理解促進

が可能であったかの評価実験は行っていないが，文

字だけではイメージしにくい小説内のシーンが，背

景画像と効果音という内容をイメージしやすい方法

で表現されるので，ユーザの理解促進を支援可能で

あると考えられる．

6 おわりに

本研究では，テキストの内容理解の促進を支援す

るために，テキストの内容を解析することにより，抽

出された語句から最適なデジタルデータを取得して

元のテキストに付加し，リッチなコンテンツを動的

に生成するシステムを提案した．

今後は，提案システムによる内容理解促進の支援に

関する評価，小説文以外のテキストへの適用や，デー

タベースの追加や動画など，他の種類のコンテンツ

の付加方法に関する検討が必要であると考えられる．
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